




























琵琶湖部会の主な検討課題

基本的な考え方
価値観の転換：流域全体の水需要管理、住民との協
働、川や湖の持つ地理的、歴史的、文化的特性の重
視
整備にあたっての視点：琵琶湖の重要性の認識

• 琵琶湖の水位管理
• ダム、貯水池計画（丹生ダム、大戸川ダム、天が瀬ダ

ム再開発）→ダムワーキングで検討
• 琵琶湖の流入河川の河川整備
• 湖岸、水辺：水陸移行帯(湿地、内湖を含む）

• 水質→水質ワーキングで検討



琵琶湖水位の課題
(中間とりまとめ案）2002年5月

１．現状の水位管理の役割・影響について検討

２．自然環境・生態系への影響をふまえた管理のあり
方について検討
①水位管理による自然環境・生態系への影響

②自然環境・生態系に悪影響を及ぼさない管理のあり方

３．水位管理について、複数の代替案を検討

→環境振り替え？

４．利害調整・強調のための仕組みを考える
①利害調整・強調のための仕組み

②情報の発信と共有



新たな河川整備を目指して：提言
新たな河川環境の理念（2003年1月）

• 河川法改正（平成9年）の究極の目標は、

「河川生態系の保全と回復」

「これ以上生物種を減少させない」

「人間生存に必須のものである生態系の機
能をこれ以上低下させない」

• 自然は自然にしか創られない

• 「川が川を創る」のを手伝う： 順応的対応



提言（流域委員会）2003年1月

１．水位操作の見直し：水位およびその移行時期
の検討

２．下流水位の変化を考慮した瀬田川洗堰の望
ましい水位操作、放流のあり方について検討す
る

３．洪水期制限水位への移行期の水位低下速度
を緩やかにする（急激な水位低下をへらす）

琵琶湖水位操作の試験運用



水位操作の試行（国土交通省）

• 2003年（平成15年）4月から開始

• 2004年（平成16年）4月からも実施

• モニタリングを行いながら実施する

• 前年度のモニタリング結果を翌年度の試行に反
映させる






